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吉岡  政伸さん

千両ナスを栽培しています。収穫は家族族
と夜明けとともに始め、多い日で2,000本本
出荷しています。

ほうれん草

松岡 茂光さん
　　 秀樹さん

土づくりとハウス栽培の水と温度の管
理が重要です。後継者となる息子に現在
教育中です。

花き

安田 勉さん

切り花と球根を栽培しています。ハウス
栽培なので温度と害虫の管理に気を使っ
ています。
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トマト

井上 雅光さん

4,500本のトマトのハウス栽培は、やは
り日頃の手入れが大切です。収穫は夫婦
2人で行い、1日1,000個以上出荷してい
ます。
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取田宙也さん 佳奈さん

奈良のブランドである「あすか
ルビー」を夫婦で栽培しています。
イチゴ狩りや「やどかり市」で、イチ
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になり、農業で「まちの顔」になれ
るよう日々頑張っています。
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花太刀食品工業(株)

代表取締役 長塚 洋二郎さん

1948年にジャム加工会社として創業し、現在はコン
ビニスイーツのクリームや、独自加工技術による野菜・
果物ペーストなど、食品原材料の製造・開発を行ってい
ます。田原本に移って40年。地域には食品加工会社が少
ないので、小学校の工場見学の受け入れや、奈良県産野
菜の加工食品開発など、少しでも地元に貢献できればと
の思いで取り組んでいます。

織田畳店

4代目 織田 理さん

創業120年の畳屋を守り、畳の良さを知ってもらう
ため、「敷く畳から、持つたたみ」をコンセプトにした
「畳小物」を数年前から開発しています。その一つ、ラウ
ンド財布が2016年度のグッドデザイン賞を受賞しま
した。ロゴマークには楼閣をデザインし、田原本を日本
中へ、世界へと発信し、地元密着の畳屋として地元に恩
返しができればと思っています。
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［ 事業内容 ］ コンクリート製品製造業
［ 立地を決定した理由 ］
・奨励金制度などが用意されていた。
・奈良盆地の中心に位置し、交通の利便性が高い
・旧工場との立地関係が良好であった。
・投資金額が想定内であった。
・創業の地であり、地元意識が高かった。 代表取締役 社長 

𠮷川 眞司さん

［ 事業内容 ］ 食品加工業
［ 立地を決定した理由 ］
・新興産業や大手企業の進出がこれからであるた
め、雇用の確保が比較的しやすい状況であった。
・京奈和自動車道やバイパスの開通に伴い、奈良
市街地や大阪、京都方面へのアクセスがよい。
・自治体の補助金制度で、総投資額の約1割を補
助金で賄うことが可能であった。

代表取締役 社長 
杉 和也さん




